
【はじめに】 

鉄道では、構造物の健全度診断に固有振動数を活用する手法が確立されており、固有振動

数の算定には「ＩＭＰＡＣＴ」が用いられてきました。 

ＩＭＰＡＣＴⅣは、重錘などにより橋脚や柱等に打撃を与えて、構造物の固有振動数を測定し、

構造物の健全性を判定する「衝撃振動試験」に用いる計測システムです。 

「小型起振器」を用いて、重錘の使用を不要にし、土留めへの適用拡大を図れます。 

 

【特徴】 

・従来の衝撃振動試験、常時微動計測に対応しています 

・小型起振器により高振動数域まで対象とし、土留めへの適用拡大ができます 

・重錘が不要になり、可搬性、再現性が向上します 

 

【用途】 

橋梁下部工・土留めの個別検査、随時検査に適用します 

 

【システム構成】 

ノートＰＣ（ＩＭＰＡＣＴⅣアプリケーションインストール済み） 

無線加速度センサ 

小型起振器 

小型電力増幅器 

 

 

【機器構成別対応試験一覧表】 

 

 



【タイプ別システム構成概要図】 

 

 

【衝撃振動試験】 
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